
安定供給（BCPを含む）
フジシールグループのマテリアリティ

FSGは飲料、ホームパーソナルケア、医療などエッセン
シャルビジネスと位置付けられている事業を展開してい
ます。社会生活になくてはならない製品のため、平時・
有事にかかわらず安定供給を行うことを社会的責任と
考えています。

マテリアリティの選定理由

グループのOHSマネジメントシステムによる全社の安全・
安心な労働環境を推進することで、各リージョンで１工場
以上365日労災ゼロ工場（休業）を目指します。従来の
受注センター機能に満足することなく、未来型受発注シス
テムを構築し、お客様視点から考えた競争力のあるBCP
体制を整えます。

マテリアリティのKPIについて
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2025年度の取り組み

　2025年度は、2024年度に構築した自立型OHSマネジメ
ントの基盤を踏まえ、その運用定着と高度化を目的に、安全
防災部主導で全社横断的な施策を推進しました。OHS法令
監査については、2025年度の法改正内容を反映したチェック
シートの更新により監査精度を向上させるとともに、国内8拠
点での実地監査および是正措置の完了を通じて、法令順守体
制を適切に運用しました。また、法改正関連情報の収集・活用
により、動向の早期把握と社内関係者への展開を行い、迅速
に対応可能な体制を整備しました。
　人財育成面では、法令内容の整理および教育の実施に
加え、職長教育の社内講師体制を整備し、現場事例を反映し
た実践的な教育を推進することで、安全意識および対応力を
向上させました。さらに、各拠点で自然災害対応力診断を

実施し、結果に基づきリスクを抽出・対策を推進しました。
これにより、安定供給（BCP）に向けた安全・防災基盤を強化
しました。

2025年度の取り組み

　2025年度から進めている対話の重視について、2026年
度はさらなる進化をしていきます。FSGにとってサステナブ
ル調達アンケートは、単にリスクの低減ではなく、機会の獲得
に寄与するものと考えています。アンケート結果を通じて、
より先進的な取り組みをされているサステナビリティ重点連
携取引先の皆様と、サステナビリティの取り組みを通じた新た
な連携を行うことも視野に、アンケートの枠を超えた個別の
対話も検討していきます。

達成に向けた取り組み

　自立したOHSマネジメントをベースとしたサプライチェー
ンの維持・高度化に向け、安全防災部主導で全社横断的な安
全施策を推進し、2026年度中に基盤の整備・定着を完了しま
す。OHS法令監査については、法改正内容の継続的な反映
およびチェックシート更新により監査精度を向上させるととも
に、監査結果に基づく本質的課題の抽出と再発防止を徹底し、
継続的改善サイクルの定着を完了することで、2026年度中
に自立的な運用体制の確立を完了します。また、人財育成面
では、法令教育計画の策定・実施を通じてOHSマネジメント
人財の育成を推進し、2026年度中に社内での自走化を実現
します。さらに、自然災害リスクへの対応として、診断結果に
基づく設備対策や建屋補強等を2026年度中に完了し、安全・
防災基盤の強化を完了します。加えて、原材料不足や地政学
リスクに伴う供給不安への対応として、供給リスク評価、取引
先との定期的な情報共有、代替調達ルートを検討し、供給途
絶リスク低減策を推進していきます。

達成に向けた取り組み

公正・透明な取引
フジシールグループのマテリアリティ

FSGはお客様と取引先に安心してお取引いただけること
を大切にしています。価格だけではなく品質管理体制や
品質保証システム、経験・能力や実績に加えて社会面から
も総合的に選定を行い、公正で透明性のある取引の実現
が重要だと考えています。

マテリアリティの選定理由

サステナビリティ重点連携取引先とのサステナビリティ対
話や取引先との日々の取引を通じて、お客様そして社会の
課題を共に解決することで、責任ある生産消費形態を全う
します。

マテリアリティのKPIについて

一次取引先

サステナビリティ
重点連携取引先

ステップ1：あるべき姿の共有と周知

取引先の皆様へのお願い
フジシールグループ方針（倫理綱領など）

2020－2023年度

ステップ2：サステナビリティ機会の獲得に
向けた先進的な取り組みへ

共にワクワクを創造し、
お客様・社会の課題を解決する
強いパートナーシップを築く

2024－2026年度

サステナブル調達ガイドブック

OHS監査

○ ○ ○ すべて
準拠

旧耐震基準
（補強済）A

各事業所における自然災害リスクの対応状況

○ ○ ○ すべて
準拠新耐震基準B

○ ○ ○ すべて
準拠新耐震基準C

○※ ○ ○ すべて
準拠新耐震基準D

○ ○ ○ すべて
準拠新耐震基準E

○※ ○ ○ すべて
準拠

旧耐震基準
（補強済）F

○ ○ ○ すべて
準拠新耐震基準G

※設置基準外であるが、安全対策強化のため雷サージ対策に変更

落雷
（停電・火災）

水害
（排水能力）

風害
（建屋設計） 基準地震

（耐震強度）
生産
拠点

　FSGは、お客様や社会で求められる価値を創造し、お届け
するためには、取引先の皆様との連携が重要だと考えてい
ます。そして、私たちを取り巻く環境は日々変化しています。
また、こうした変化をリスクではなく機会として捉え、大きな
成果を実現するためには、社会から信頼される行動がます
ます重要になっています。
　こうした考えに基づき、相互理解を深め、取引先の皆様と
共に成長に向けて取り組んでいくため、2025年度もサステ
ナブル調達アンケートを実施しました。
　2025年度からは、初めて取引先の皆様にもご参加いただ
き、事前説明会を実施しました。その中で、FSGの大事にして
いること、サステナブル調達の考え方、一緒に検討をしていき
たいテーマの共有を行いました。
　アンケート後には、取引先の皆様へ、回答状況に応じて
評価コメントや改善コメントが付与されるスコアカードを
共有し、ESGに関する昨今の動向やヒントとなる取り組みを
ご紹介する、アンケート結果説明会も開催しました。

サステナブル調達ガイドブック
　取引先の皆様への説明会の開催は今回が初めてでしたが、
2021年よりホームページには「サステナブル調達ガイドブッ
ク」を掲載しており、取引先の皆様をはじめとしたステークホ
ルダーの皆様に広く開示しています。説明会でも取り上げた
「グループサステナビリティ基本方針」や「フジシールグルー
プのサステナブル調達フロー」、「取引先の皆様へのお願い
（グループサプライヤー行動方針）」についても凝縮して紹介
しています。
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